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The鮎st purpose of this studyis to examine the causes ofinstability of self－eSteem．The  

SeCOnd purposeis to examine the relation betweenleveland instability of self－eSteem and  

psychologicalmaladjustment．In this study；university students completedinventories relating to  

negativerumination，Self－COnSCiousness，apPrOValmotivation，anthrophobic－tendenc）弓and depression．  

Instability of self－eSteem WaS Observedin realtime by employlng the diary method．The results  

indicate thatinstability of selトesteemis positively correlatedwith negative rumination，public self－  

COnSCiousness，and depression．In addition，Within the participantswith unstable self－eSteem，those  

Withlowlevels of self－eSteem tended to worry more about things that they have no controlover  

than those withhighself－eSteem．Finally，SOme reSearCh problems forinvestigating theinstability of  

Self－eSteemin thefuture are discussed．  
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問題と目的  

本研究の目的は，自尊感情の変動性をもたらす要  

因について明らかにし，自尊感情の高さや変動性と  

心理的不適応の関連を検討することである。   

近年の自尊感情に関する研究   

自尊感情とは，自己への肯定的評価と定義され  

（Baumeister；1998），高い自尊感情を持つことが適  

応的であるとされてきた。実際に，自尊感情と抑う  

つや不安との間には負の相関があることが報告され   

ている（Smart＆Walsh，1993；Ciarrochi，Chan＆  

Bajgar，2001）。しかし一方で，自尊感情と攻撃と  

の間にも正の相関がみられることが報告されており  

（Ⅹernis，Grannemann＆Barclay；1989），高い自尊  

感情を持つことの心理的適応への影響については，  

知見が混乱している。   

このような自尊感情研究の問題を解決するため  

に，自尊感情の高さ以外の要因を取り上げ，適応的  

な自尊感情と不適応的な自尊感情とを区別する研究  

が行なわれるようになってきた。たとえば，自己価  

値の感覚が外的な出来事から受ける影響に注目して   
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いる自己価値の随伴性（contingencies ofself－  

worth；CrockerlLuhtanen，Cooper ＆ Bouvrette，  

2003）に関する研究や，自尊感情を潜在的指標と顕  

在的指標から捉える研究（Bosson，Brown，Zeigler－  

Hill＆Swann，2003）があげられる。Kemis（2003）  

は，自尊感情の高さ以外の要因に注目した研究を概  

観し，適応的な自尊感情とは，自尊感情が防衛的で  

はなく真に高く，潜在的にも高く，外的な出来事に  

自己価値の感覚が影響を受けない安定した自尊感情  

であると理論化している。   

一方．近年では自尊感情が変動することを前提と  

した理論が提出されている。代表的な理論として，  

自尊感情は他者からの受容や拒否を常に監視するシ  

ステムであると主張するソシオメーター理論  

（sociometer theory；Leary；Thmb叫 Tbrdal ＆  

Downs．1995）や，自尊感情は人間の死への不安を  

緩和するものであるとする存在脅威管理理論  

（terror management theory；Solomon，Greenberg  

＆Pyszczynski，1991）があげられる。これらの理  

論は詳細が多少異なるものの，自尊感情が外からの  

反応によって揺れ動く点で共通しており（遠藤，  

1999），自尊感情が変動するものとして捉え直され  

ていると考えられる。   

これまでの自尊感情研究においては，自尊感情の  

特性的な高さが注目されてきたが，近年の自尊感情  

研究では，自尊感情を変動するものとして捉える傾  

向がある。そのため，個人の自尊感情の変化のしや  

すさを表す自尊感情の変動性（stabilityofself－  

esteem）の捉え方が注目されている。自尊感情の  

変動性に関する実証的な検討については，Kernisら  

の一連の研究において既に行なわれており，自尊感  

情が不安定な者の心理的特徴や，自尊感情をその高  

さと変動性の2側面から捉える有効性について分析  

されてきた。   

自尊感情が不安定な者の心理的特徴   

自尊感情の変動性に注目した研究（Kernis et  

al．，1989など）においては．同一対象者に短期間に  

連続Lて複数回（4～7日，1日1～2回）自尊感  

情尺度を実施し算出される個人内標準偏差を自尊感  

情の変動性の指標としている。これまでに，自尊感  

情の変動性が高い者，すなわち自尊感情が不安定な  

者の心理的特徴については，対人的な出来事に対す  

る反応が取り上げられてきた。たとえば，自尊感情  

が不安定な者は，公的自己意識が高く（Kernis，  

Grannemann＆Barclay；1992），日々の肯定的・否  

定的出来事に影響を受けやすい（Greenier；Kernis，  

McNarnara．WAschull，Berry，Herlocker ＆ Abend，  

1999）ことや，嫌悪的な対人関係の出来事の自尊感  

情の脅威となる側面に注目しやすい（Waschull＆  

Kermis，1996）ことが明らかにされている。自尊感  

情は他者からの受容や拒否によって変動すること  

（Leary etal．，1995）から，自尊感情が不安定な者  

の対人的な出来事に対する特徴的な反応は，自尊感  

情の変動性をもたらす要因として捉えることができ  

る。   

しかし，自尊感情が不安定な者は，特定のネガ  

ティブな結果を一般化し，その結果を内的で，安定  

して，全体的な要因であると考える傾向にある  

（Kernis，Whisenhunt，Waschu11，Greenien Berry，  

Herlocker＆Anderson，1998）と報告されており，  

単に対人的な出来事に注目しやすいといった特徴だ  

けではなく，自尊感情の変動を引き起こす対人的な  

出来事が生じた後に，その出来事をどのように捉え  

るのかについても，自尊感情の変動性をもたらす要  

凶として取り上げる必要があると考えられる。ま  

た．従来の研究では，自尊感情が不安定な者が，な  

ぜ対人的な出来事に注目しやすいのかについて，そ  

の背景となる要因については検討されていない。以  

上から，自尊感情の変動性をもたらす要因について  

は．未だ検討が不十分であると考えられる。   

自尊感情の高さや変動性と心理的不適応との関連   

自尊感情の変動性に注目した研究では，自尊感情  

をその高さと変動性の2側面から捉え，心理的不適  

応との関連についても検討が行なわれている。たと  

えば，Kemis，Grannemann ＆ Mathis（1991）は，  

自尊感情の高さおよび変動性の2側面と抑うつの関  

連を検討している。その結果，自尊感情の変動性低  

群においては．自尊感情の高低によって抑うつ得点  

に差がみられる一方で，自尊感情の変動性高群にお  

いては，自尊感情の高低によって抑うつ得点に差が  

ないことが明らかになった。この知見に基づけば，  

高い自尊感情を持っている者の中には，適応的な者  

と不適応的な者が混在しており，両者を区別するた  

めに，自尊感情をその高さと変動性から捉える必要  

があると考えられる。ただし，自尊感情の高さや変  

動性と心理的不適応との関連については，抑うつ以  

外の心理的不適応に関する検討が不十分であるた  

め，他の心理的不適応についても同様の結果が得ら  

れるのか否かを検討する必要がある。   

なお，自尊感情の高さや変動性と抑うつとの関連  

を検討したKernis etal．（1991）は，自尊感情の高  

さの指標として．2つの指標を用いている。第1の  

指標は，自尊感情の変動性の測定時に算出される個  

人内平均値であり，平均的な自尊感情の高さ（状態   
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平均）である。第2の指標は，複数回の自尊感情尺  

度の測定後に，改めて行なわれる質問紙調査で測定  

された特性的な自尊感情の高さ（特性自尊感情）で  

ある。Kernis et al．（1991）で得られた自尊感情の  

高さや変動性と抑うつとの関連は，自尊感情の高さ  

の指標として，状態平均と特性自尊感情を用いた場  

合のどちらにもみられたが，状態平均を用いた場合  

の結果の方が明確であった。，自尊感情の高さと抑う  

つとの相関についても，特性自尊感情よりも状態平  

均の方が高い負の相関を示していた。したがって．  

ある時点の（短期的な）精神的健康を予測する際に  

は，その時点の自尊感情の高さ（状態平均）の方が  

有効な予測指標となるが，長期的な精神的健康を予  

測する際には，特性的な自尊感情の方が有効である  

と推定される。しかし，自尊感情の高さを示す2つ  

の指標の適いについては，これまで検討されていな  

い。   

本研究の目的   

本研究では，自尊感情の変動性に関する研究にお  

ける末検討な線題を検討することを目的とする。   

第1の課題は，自尊感情の変動性をもたらす要因  

について明らかにすることである。自尊感情の低下  

する出来事が生じた後に，その出来事をどのように  

捉えるのか．またなぜ対人的な出来事に注目しやす  

いのかについて，その背景となる安国について検討  

するために，本研究では2つの変数を取り上げる（〕  

第1の変数は，ネガティプな反すうである。ネガ  

ティブな反すうは，抑うつの脆弱要因として注目さ  

れ，「その人にとって，香淀的・嫌悪的な事柄（ネ  

ガティプなこと）を長い間，何度も練りかえし考え  

続けること」と定義される（伊藤・上乳 2001）。  

ネガティブな反すう傾向の商い者は．自尊感情の低  

’卜を引き起こすネガティプな出来事を繰り返し考え  

経けることから，自尊感情の低下を引き起こす出来  

事が生じた後に，自ら自尊感情の低下を増強させた  

り．低下状況を維持させるために，自尊感情が叶こ安  

定になると考えられる。また，節2の変数として，  

承認欲求を取り上げるl。承認欲求は，公的自己意識  

の高い者が持つ欲求として売義され，賞賛されたい  

欲求と拒否されたくない欲求の2つの欲求から構成  

されている（背凪1986）。自尊感情が不安定な者  

は，公的自己意識が高いこと（Kemis etal．，1992）  

を踏まえると，自尊感情が不安定な者は他者から賞  

賛されたいもしくは拒否されたくないという欲求が  

高いために．評価される自己に注目しやすくなり，  

自尊感情が不安定になると考えられる。以上から，  

自尊感情の不安定な者がネガティブな反すうや承認  

欲求が高いのか否かについて検討を行なう。   

第2の課題は，抑うつ以外の心理的不適応を取り  

上げ，自尊感情の高さや変動性との関連を検討する  

ことである。本研究では，心理的不適応として対人  

恐怖を取り上げる。対人恐怖は，対人関係の場で働  

く心理的な力に対して過敏さや緊張を示す事態であ  

り，青年期に出現しやすいものである（穂刈・福  

田・田中，1996）。前述したように，自尊感情の不  

安定な者は，対人的な出来事に注目しやすいことか  

ら，対人関係において生じる心理的不適応が高い可  

能性がある。本研究では，対人関係における不安意  

識とそれに随伴しやすい否定的自己意識に関する6  

つの下位尺度（自分や他者が気になる悩み・集団に  

溶け込めない悩み・社会的場面で当惑する悩み・目  

が気になる悩み・自分を統制できない悩み・生きる  

ことに疲れている悩み）から構成されている村人恐  

怖心性（堀井・小川．1996：1997）を対人恐怖の指  
標として使用する。自尊感情が不安定な者は，公的  

自己意識が高いために（Kemis etal．，1992）．他者  

の評価や評価される自己への過剰な意識（自分や他  

人が気になる悩み）が高いことや．自尊感情が揺れ  

動きやすいために，自分の感情を統制できない不安  

（自分を統制できない不安）が高いことが予想され  

る。   

なお，口本においては自尊感情の変動性に関する  

研究が少ないため，短期的な心理的不適応である抑  

うつ（CESMD）を取り上げ，Kernis et al．（1991）  
と同様の知見（自尊感情が安定している着では，自  

尊感情の高低間において抑うつ得点に差がある一方  

で，自尊感情が不安定な者では，自尊感情の高低間  

において抑うつ得点に差がない）が再現されるのか  

どうか検討する。   

また，CES－Dを用いて測定される抑うつを短期  
的な心理的不適応として捉え．対人恐怖心性を用い  

て測定される対人恐怖を長期的な心理的不適応とL  

て捉えられる。そこで本研究では，自尊感情の高さ  

の2つの指標と，2つの心理的不適応指標との関連  

を検討し，状態平均と特性自尊感情の遠いについて  

明らかにする。   

以上から．本研究の目的は，以■下の3点である。  

節1に．自尊感情の変動性の規定因を明らかにする  

ために，自尊感情の変動性とネガティブな反すう傾  

向，公的自己意織・承認欲求との関連を検討する。  

第2に，自尊感情の高さや変動性と心理的不適応の  

関連について，対人恐怖を取り上げて検討する。ま  

た，心理的不適応として抑うつも取り上げ，先行研  

究の結果が日本においても再現されるのか検討す  

る。第3に，自尊感情の高さの指標である状態平均   
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た回答がデー タの申に含まれている可能性がある。  

このような回想に基づくデータは，信頼性に欠ける  

と考えられる。   

そこで，1週間の記入状況について，「必ず1日  

1回記入した」「昨晩を思い出して記入した日が  

あった」「まとめて数日分記入した」から，単一回  

答法で尋ねた。なお，この項目への回答は，研究上  

必要なものであること，各対「象者に何の不利益も生  

じないことを説明し，正直に回答するように求め  

た。   

第3調査 質問紙調査   

第2調査に参加した対象者に対し，第2調査終了  

後から1ケ月以内に，再度質問紙調査を実施した。  

質問紙は以下のとおりである。  

質問紙（a）自意識尺度（菅原，1984）：自意識の  

2側面である「私的自意識」と「公的自意識」の下  

位尺度から構成されている。9項臥 5件法。  

（b）鴬賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度（菅原，  

1986）：18項目5件法。  

（c）対人恐怖心性尺度（堀井・小川，1996ニ  

1997）：対人恐怖的心性が一般人にどの程度みられ  

るのかを測定する尺度であり，「自分や他人が気に  

なる悩み」「集団に溶け込めない悩み」「社会的場面  

で当惑する悩み」「目が気になる悩み」「自分を統制  

できない悩み」「生きることに疲れている悩み」の  

6つの下位尺度で構成されている。30項臥 6件  

法。  

（d）CES－D（失冨，Liang，Krause ＆ Akiyama，  

1993）：抑うつを測定するために用いた。20項目，  

3件法。  

結  果   

日誌式質問紙調査への参加状況   

日誌式質問紙調査への参加状況の結果を’hblel  

に示す。調査に参加した対象者173名のうち，未記  

入の日があった者や，測定日の翌日に前日を思い出  

して記入および数日まとめて記入した者は，109名  

であった。これらを除く，1日1匝iの記入を行なっ  

ていた55名（男子17名，女子38名）を有効回答者と  

した。   

自尊感情の高さおよび変動性と心理変数の間の  

相関係数   

有効回答者ごとに，7日間の個人内平均値および  

個人内標準偏差を算出し，それぞれ自尊感情の状態  

平均（〟＝29．72，5β＝6，65），自尊感情の変動性   

と特性自尊感情の遠いについて，心理的不適応との  

関連から検討する。  

方  法  

2005年10月～1札 2006年12月に，大学生173名  

に対して以下の3つの調査を実施した。   

第1調査 日誌法を用いた調査   

自尊感情の状態平均および変動性の得点は，同一  

対象者への連続した測定から算出される。測定に  

は，日誌法が用いられることが多い。たとえば，′ト  

塩（2001）は．自尊感情の変動性を算出するための  

測定期間（6日間）の日付および曜日が印刷されて  

いる小冊子の質問紙を作成している。対象者に小冊  

子を配布する際に，毎晩就寝前に記入するように教  

示し，翌週に回収を行なっている。   

本研究では，小塩（2001）を参考に，あらかじめ  

小冊子になった質問紙を配布し，1日1ページを記  

入するように教示した。調査は7日間にわたって行  

なわれた。  

質問紙（a）状態自尊感情尺度（阿部・今野，  

2005；2006）：測定時の状態自尊感情を測定するた  

めに作成されたものである。本研究では．日誌法で  

は測定時刻を正確に統制することが困難であると考  

え，教示文および項目文を一部改変（「いま」を  

「今日」に改変）して使用した。教示文を「これは．  

あなたの －‘今日”の自分についての考えを測るため  

のものです。普段ではなく‘今日’一 の自分について  

です」とし，各項目文を「今日の自分は‥・感じる」  

とした。9項臥 5件法。   

第2調査 質問紙調査   

第1調査に参加した対象者に射し，第1調査の日  

誌式質問紙を回収した際に，質問紙調査を実施し  

た。質問紙は以下のとおりである。  

質問紙（a）自尊感情尺度（山本・松井・山成，  

1982）：特性自尊感情を測定するために用いた。10  

項臥 5件法。  

（b）ネガティ ブな反すう尺度（伊藤・上里．  

2001）：ネガティブな反すうを測定する尺度であり．  

「ネガティプな反すう傾向」「ネガティブな反すうの  

コントロール不可能性」の2つの下位尺度で構成さ  

れている。11項臥 6件法。  

（c）日誌式質問紙調査の参加に関する質問：予め日  

付および曜日が記入されている日誌法では．質問紙  

への記入を忘れ，翌日に前日のことを思い出して記  

入された回答や，提出前に数日分まとめて記入され  
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（〟＝4．81，5β＝2．19．）の指標とした。なお，自  

尊感情の変動性の得点のレンジは8．70であり，得点  

が高いほど自尊感情が不安定であることを示してい  

る。自尊感情の状態平均と特性自尊感情（〟＝  

29．51，5か＝8．41）との間には，有意な正の相関が  

みられた（γ＝．75♪＜．01）。自尊感情の変動性と  

状態平均および特性自尊感情との間には，有意な相  

関がみられなかった（γ＝＝－．11，－．24，亨．ぶ．）。   

自尊感情の状態平均，特性自尊感情，自尊感情の  

変動性と各心理変数間の相関係数を算出した  

（恥ble2）。自尊感情の状態平均は，特性自尊感情  

および鴬賛獲得欲求と正の相関を示し，ネガティブ  

な反すう傾向，対人恐怖心性の「集団に溶け込めな  

い悩み」，「社会的場面で当惑する悩み」，「目が気に  

なる悩み」，「自分を統制できない悩み」，「生きてい  

ることに疲れている悩み」，抑うつとそれぞれ負の  

相関を示した。すなわち，自尊感情の状態平均が高  

い者は，特性自尊感情や賞賛掩得欲求が高く，ネガ  

ティブな反すう傾向や，対人恐怖や抑うつが低かっ  

Tbblel対象者の回答状況  

た。   

特性自尊感情は，状態平均と正の相関を示し，ネ  

ガティブな反すう傾向およびコントロール不可敵  

対人恐怖心性の「自分や他者が気になる悩み」，「集  

団に溶け込めない悩み」，「社会的場面で当惑する悩  

み」，「目が気になる悩み」，「自分を統制できない悩  

み」，「生きていることに疲れている悩み」，抑うつ  

とそれぞれ負の相関を示した。すなわち，特性自尊  

感情が高い者は，状態平均が高く，ネガティブな反  

すう傾向や，対人恐怖や抑うつが低かった。   

一方で，自尊感情の変動性は．公的自己意識や，  

ネガティブな反すう傾向および抑うつとそれぞれ正  

の相関を示した。すなわち，自尊感情が不安走な者  

は，公的自己意識や，ネガティプな反すう傾向，抑  

うつが高かった。   

自尊感情の高さの指標である状態平均および特性  

自尊感情と各心理変数との間の相関係数について差  

の検定を行ったところ．対人恐怖心性の「目が気に  

なる悩み」においてのみ有意であった（H34）＝  

2．51♪＜．05）。すなわち，対人恐怖心性の「臼が  

気になる悩み」については，状態平均よりも特性自  

尊感情の方が高い負の相関を示した。   

自尊感情の高さと変動性の2要因の分散分析   
自尊感情の高さとして状態平均を取り上げ，自尊  

感情の変動性の各平均値を基準として，状態平均高  

評・低群．自尊感情の変動性高評・低群に分類し  

た。各心理変数を従属変数として，状態平均（高・  

低）×自尊感情の変劫性（高・低）の2要因の分散  

参加者  173  
有効回答  55  

無効回答  まとめて記入  

末記入あり  

振り返り  

不明  

※嚢中の数倍は，すべて人数を示す  

′mble2 自尊感情の各相模と心理変数の相関係数および記述統計鼠  

特性  自尊感情  

自尊感情 の変動性  〟  
状態平均  

∧r＝55  〃＝43  〃＝55  

ネガティプな反すう 傾向  

コントロール不可能  

公的自己憩識  

私的自己意識  

賞賛獲得欲求  

拒否回避欲求  

村人恐怖 自分や他者が気になる悩み  

集障＝ニ溶け込めない悩み  

社会的場面で当惑する悩み  

目が気になる悩み  

自分を統制できない悩み  

生きていることに疲れている悩み  

抑うつ  

－．49＊＊  －．59＝  

－．22   －．35＊  

－．15   －，26  

－．11   －．14  

．32＊  ．24  

－．20   －．30  

－．27   －．40－  

－，3ド  ー．34＊  

－．39＊＊  －．41＊  

－．31＊  －．60＝  

－．33＊  －．44…  

－．66＊  －．68＊＊  

－．61＊＊  －．48＝  

．35＝  24．64  

．13  19．84  

．34＊  54．11  

－．03   49．35  

．19  16．02  

．13  14．25  

．22   22．20  

．16   20．30  

．05   22．48  

．10  17．91  

．17  19．41  

．24  18．65  

．34＊  12．59  
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＊♪＜．05，…♪＜．01  
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’hble3 分散分析結果（ダ値）  

12  

自尊感情 交互作用  

の変動性  

特性自尊 自尊感情 交互作用   

感情   の変動性  
状態平均  従属変数  

ネガティブな反すう 傾向  29，24＊＊ 1．09   2．11  

コントロール不可能  5．87＊  1．15   0．95  

9．68＊＊  3．46  

3．20  2．52  

3．12  1．33  

0．00  0．30  

0．96  1．26  

0．61  0．70  

3．75  1．96  

4．01   1．77  

4．47＊   0．00  

12．00＊   0．03  

1．72  0．04  

11．32＝  6．99＊  

5．22＊   5．73＊  
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U
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q
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0
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0
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0
 
0
 
0
 
1
 
0
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0
 
0
 
 

0．85  1．12   0．76  

2．13  0．00   0．07  

3．93  2．32   0．45  

0．75  0．54   0．54  

5．70＊   0．90   0．20  

1．78  1．67   0．14  

4．19＊   0．00   0．35  

4．28＊   0．01  0．07  

0．88  0．24   4．14＊  

公的自己意識  

私的自己意識  

貸費獲得欲求  

拒否回避欲求  

対人恐怖 自分や他者が気になる悩み  

集団に溶け込めない悩み  

社会的場面で当惑する悩み  

目が気になる悩み  

自分を統制できない悩み  

生きていることに疲れている悩み 15．44＊≡■  4．04  0．06  

5．26  4．18   0，60  抑うつ  

＊♪＜，05．…♪＜．01  

て．特性自尊感情高群・低群，自尊感情の変動性高  

群・低群に分類した。各心理変数を従属変数とし  

て，特性自尊感情（高・低）×自尊感情の変動性  

（高・低）の2要因の分散分析を行った（′mble3）。  

その結果，交互作用は有意でなかった。  

考  察  

本研究の目的は，自尊感情の変動性をもたらす要  

因について検討し，自尊感情の高さや変動性と心理  

的不適応の関連を検討することであった。具体的に  

は．以‾Fの3つの目的について．検討を行なった。   

自尊感情の変動性をもたらす要因に関する検討   

本研究の第1の目的は，自尊感情の変動性をもた  

らす要因について明らかにすることであった。本研  

究では，ネガティブな反すうおよび承認欲求を取り  

上げた。   

その結果，自尊感情の変動性とネガティブな反す  

う傾向との間に関連が示され，自尊感情が不安定な  

者にはネガティブな出来事を繰り返し考え続ける特  

徴があることが明らかにされた。自尊感情の低下を  

引き起こす出来事が生じた後に，そのネガティブな  

出来事を繰り返し考えることによって，自ら自尊感  

情の低下を増強させたり，自尊感情の低下状況を推  

持していると考えられる。   

また本研究では，先行研究（Kernis etal．，1992）  

と同様に自尊感情の変動性と公的自己意識の間に相  

関が示されたが，承．認欲求との間に有意な相関は示   

自
分
を
統
制
で
き
な
い
悩
み
得
点
 
 

0
 
 
 
5
 
 

1
 
 

変動性低群  変動性高群  

Fig．1各群の「自分を統制できない悩み」得点  

※＊♪く．05  

分・析を行った（1もble3）。その結果，対人恐怖心性  

の「自分を統制できない悩み」においてのみ，交互  

作用が有意であった（ダ（1，40）＝4．14♪く05：  

Fig．1〕。単純主効果について検討を行なったとこ  

ろ，自尊感情の変動性低群において状態平均の主効  

果が有意であり（ダ（1，40）＝5．31♪＜．05），自尊感  

情の変動性高評において状態平均の主効果は有意で  

はなかった（ダ（1，40）＝0．51玖ざ．）。すなわち，自  

尊感情が安定している者においては，状態平均の高  

低によって「自分を統制できない悩み」得点に差が  

あったが，自尊感情が不安定な者においては．状態  

平均の高低によって「自分を統制できない悩み」得  

点に差がなかった。   

次いで，自尊感情の高さとして特性自尊感情を取  

り上げ，自尊感情の変動性の各平均値を基準とし  
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変動性と抑うつの増加量との関連を検討している。  

その結果，自尊感情が不安定な者において，日常生  

活の中で困難（dailyhassles）を感じていた著ほど，  

抑うつ得点が増加していることが示された。本研究  

では，自尊感情の変動性の測定の数週間後に抑うつ  

を測定しているために，測定された抑うつの得点  

は，Kernis etal．（1998）のTime2の抑うつ得点と  

して捉えることができる。そのため，本研究では，  

自尊感情の変動性と抑うつの測定を同時期に実施し  

たKernis et al．（1991）と同様の知見が得られな  

かったと考えられる。   

また，前述した自尊感情の変動性とネガティブな  

反すうとの関連を踏まえると，自尊感情が不安定な  

者はネガティブな出来事を考え続けたために，自尊  

感情の低下が維持され，その結果抑うつの得点が高  

く なったと捉えることができる。そのため，  

Kernis etal．（1991）とは異なり，自尊感情の変動  

性と抑うつの間に相関が示されたものと考えられ  

る。   

以上から，適応的な自尊感情と不適応的な自尊感  

情を区別するために，自尊感情をその高さと変動性  

から捉える有効性については，一部確認されたとい  

える。しかし，抑うつやその他の心理的不適応との  

関連については，更なる検討が必要であると考えら  

れる。   

自尊感情の高さを示す2つの指標の違い   

本研究の第3の目的は，自尊感情の高さの2つの  

指標と．2つの心理的不適応指標との関連を検討  

し，状態平均と特性自尊感情の遠いについて明らか  

にすることであった。   

状態平均および特性自尊感情と各心理変数との間  

の相関係数を算出したところ，自尊感情の高さの2  

つの指標と各心理変数との間の相関はほぼ同じ結果  

であった。ただし．長期的な心理的不適応である対  

人恐怖の「日が気になる悩み」については，状態平  

均よりも特性自尊感情の方が有意に高い負の相関を  

示した。一方で．短期的な心理的不適応である抑う  

つについては，有意な差がなかったものの，特性自  

尊感情よりも状態平均の方が高い相関を示した。以  

上から，自尊感情の高さの指標である2つの指標  

は，異なるものであると考えられる。   

しかし，前述したように，長期的な心理的不適応  

である対人恐怖心性の「自分を統制できない悩み」  

において示された自尊感情の高さと変動性の交互作  

用は，現時点の（短期的な）自尊感情の高さである  

状態平均を用いた場合にのみ有意であり，特性的な  

（長期的な）自尊感情の高さである特性自尊感情を   

されなかった。自尊感情の変動性と承認欲求の間に  

関連が示されなかった理由については，十分な説明  

ができず，今後の検討課題とする。   

したがって，自尊感情の変動性は，対人的な出来  

事に注目しやすいといった特性と，自尊感情の低下  

を引き起こすネガティブな出来事を繰り返し考え続  

けるといった特性から，もたらされているものと考  

えられる。   

自尊感情の高さや変動性と心理的不適応との関連   

本研究の第2の目的は，抑うつ以外の心理的不適  

応として，長期的な心理的不適応である村人恐怖を  

取り上げ，自尊感情の高さや変動性との関連を検討  

することであった。また，併せて短期的な心理的不  

適応である抑うつを測定し，先行研究（Kernis et  

al．，1991）の知見が再規されるのか否かの検討を  

行った。   

その結果，対人恐怖心性の下位尺度である「自分  

を統制できない悩み」において，自尊感情の状態平  

均と自尊感情の変動性の交互作用が有意であった。  

自尊感情の安定している者においては，その時点の  

自尊感情の高低によって，「自分を統制できない悩  

み」得点に差がみられたが，自尊感情が不安定な者  

においては，その時点の自尊感情の高低において差  

がみられなかった。この交互作用の効果は，  

Kernis etal．（1991）の抑うつにおいて示された効  

果と同様のものであった。「自分を統制できない悩  

み」とは，自らの意志や感情を統制できないことに  

対する不安や不満感であり，村人意識へのとらわれ  

のなかで生じる自己に対する否定的な問題意識の側  

面を表している（楓非・小川，1997）。自尊感情が  

高く安定している者に比べて，自尊感情が不安定な  

者や自尊感情が低く安定している者は，自分の否窟  

的な側面を過剰に気にしてしまうために，自らの感  

情を統制できなくなり，現時点の自尊感情が不安定  

になったり，低く安定したりすると考えられる。   

一方，自尊感情の高さや変動性と抑うつとの関連  

については，Kernis etal．（1991）の知見は再現さ  

れなかった。】さらに，Kernis etal．（1991）では．  

自尊感情の変動性と抑うつの間に相関がなかった  

が，本研究では自尊感情の変動性と抑うつの間に正  

の相関が示された。これは，自尊感情の変動性の測  

定時期と抑うつの測定時期が異なっていたためと考  

えられる。   

自尊感情の高さや変動性と抑うつの関連を検討し  

た研究（Kernis etal．，1991）の後に，Kernis etal．  

（1998）は自尊感情の変動性の測定前後用mel  

＆¶me2）に抑うつを測定し，自尊感情の高さや  
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も反すうする傾向にあるのか検討する必要がある。  
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